


















































































































振 動 OY119 65 122 19 9 293 icc:. 1)¥似 (65.5) (77.4) (87.1) (41. 3) (60.0) (72.7)% 
建物の背後斜面の崩壊 6 1 1 O 9 1 18 ( 6.7) ( 3.4) ( 1. 2) (0 ) (19.6) ( 6.7) ( 4.5) 
支の持崩地盤の崩壊(斜面，擁壁 12 2 7 5 10 4 ，(0 
壊) (13.5) ( 6.9) ( 8.3) ( 3.6) (21. 7) (26.6) ( 9.9) 
平現地の沈下，かんぼっ 10 6 9 2 4 
。 31 
(11.2) (20.8) (10. 7) ( 1. 4) ( 8. 7) (0 ) ( 7.7) 
不 明 2 1 2 11 4 1 21 ( 2.3) ( 3.4) ( 2.4) ( 7.9) ( 8. 7) ( 6. 7) ( 5.2) 
計 1(1809 0〉%
29 84 140 46 15 403 
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する伺様な比率は，昭和21年-'30年でO.82 :.1. 0(20. 5% 







































年以前と昭和21年以降に大別すれば，間-1から， 1. 48 









1.全壊査定建物 : 65. 4% 34. 6% 
1I.上記以外の建物:58. 3% 41. 7% 
I/lI (棟数比) : 1.12 0.83 
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住宅:1. 0 (54. 1~70. 5==0.77) 
商庖など:1.0 (59.4/日.2=0.91)























1.全壊査定建物 17. 4%: 61. 0%: 21. 6% 
n.上記以外の建物 5.7%: 64. 5%: 29. 8% 
I/n (棟数比) 3.05 O. 95 O. 72 
























































































1 '.図-5の全壊建物 ; 62.8% (91/14.5) 
II.全選査定以外の建物;32.9% 
l'/II (棟数%の比) 1. 91 
建築年代 昭和21年-30年
1 '.図ー 5の全壊建物 ; 15.9% (23/145) 
I. 全壊査定以外の建物;24.8% 
1 '/II (棟数%の比) 0.64 
建築年代 昭和31年以降
Iぺ図-5の全壊建物 ; 21. 4% (31/145) 
II.全壊査定以外の建物;42.3% 
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21.5% : 5.1 %と昭和41年以降に建てられた建物が，そ
れ以前の建物に比べ，その比率は著しく低い。因みに，
中程度の被害(おおまかには半壊)以上の被害棟数の比
率でみれば 3種の年代区分順に43.2%(185棟中， 80 
棟)， 32.0% (544棟中， 174棟)， 6. 1 % (1， 762棟中，
107棟〉 となる。
2-3 建物用途と被害の関係
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棟中， 128棟， 28.4% (740棟中， 210棟)， 18. 9% (122 
棟中， 23棟)， Lたがって， 1:3.6:2.4ということに
なる。このことは，最近の建物(昭和41年以降)に限っ
てみれば，さらに大きな差異となり，大被害の住宅，農
家，商庖の棟数比率は， O. 2 % (1，391棟中 3棟)
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幻ト 1 ._ .e.t! 

































































































































































































中， 8棟)と， 37.5% (8棟中， 3棟〉の金属板葺建物
より低い比率を示している。ただし，大被害に限れば，
; ¥| ¥ U この比率は逆転する。
10卜 1 509(59~ ¥ U 以上，建築年代による屋根葺材の偏りなどのため，部
| 」¥¥日1201(95)1撒争中精分的には説明しきれないところもあるが，全体的にみれ
i 干 30(2)，"¥¥t ば，屋根材の重さと被害の間には，相関性が認められ~42(3) --'7¥‘¥、¥I C"r"1/1i")¥ I 「 i ' γ、.1 ，561(12)) る tct!. 中被害も含めて考えた場合には，屋根材自体1J'!¥鴻ι1201(14)}oi，ー。18(02 、 ~~56;('3)J 丈締# の被害(瓦の移動・落下〕も被害程度岬j定明こ支
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RELATION BETWEEN CHARACTERISTICS OF WOODEN 
STRUCTURES AND DAMAGE DONE 
From Investigations on the 1968 Tokachi Oki and 
Miyagi-ken Oki Earthquakes 
Toshio Mochizuki * and Michio Miyano * 
白 mρrehensiveUrban Studies， No. 8， 1979， pp. 131-140 
This paper investigates the damage done to wooden structures that was caused mainly by vibration 
during e沼rthquakes.The purposes of this investigation are discussing -statisticaIly the effects which may 
give the damage ratio (potential) of various properties of wooden structures such as old and new 
constructions， their uses (residence， shop or farmhouse)， number of floors， weight of the roof and so on. 
As the result， itis made clear that the newly constructed houses with earthquake-resistant walls have 
considerably high antiseismic properties. 
キ Centerfor Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
* Graduate School of Engineering， Tokyo Metropolitan University 
